１１月１１日（水）
ワイズ公共データシステム
２０２７年２月 経営状況分析料金改定
全プラン平均２．７８％値下げ　手数料 ９，９００円～


　経営状況分析機関のワイズ公共データシステム株式会社（本社：長野市）は、２０２７年２月１日（月）受付分から、経営状況分析の料金を改定する。今回の改定は、利用者にとってよりわかりやすく利用できる料金体系を目指して実施される。
プラン・申請方法・受取方法ごとの値下げ率は平均２．７８％となる。なお、区分によっては現行料金より、値上げとなる場合もある。

　主な改定内容は、「標準プラン」のＰＤＦ・コンビニ受取を一律１３，０００円に引き下げるほか、「ゆっくりプラン」は１２，５００円を基本とし、申請・受取ともに郵送の場合のみ１３，０００円とする。
また、「即日プラン」は現行の３９，８００円から２２，０００円に引き下げる。
「エコノミープラン」は現行の９，９００円を据え置く。
	プラン
	申請方法
	受取方法
	現行料金
	新料金

	標準
	電子
	郵送
	13,800円
	13,500円

	
	
	PDF
	13,600円
	13,000円

	
	
	コンビニ
	13,300円
	

	
	郵送
	郵送
	13,800円
	13,900円

	
	
	PDF
	13,600円
	13,000円

	
	
	コンビニ
	13,300円
	

	ゆっくり
	電子
	郵送
	12,300円
	12,500円

	
	
	PDF
	12,200円
	

	
	
	コンビニ
	12,000円
	

	
	郵送
	郵送
	12,300円
	13,000円

	
	
	PDF
	12,200円
	12,500円

	
	
	コンビニ
	12,000円
	

	即日
	電子
郵送
	郵送・PDF・コンビニ
	39,800円
	22,000円

	エコノミー
	電子
郵送
	郵送
	9,900円
	9,900円



【料金改定日】
２０２７年２月１日（月）受付分より


詳細は、ワイズ公共データシステム（株）
ホームページ（https://www.wise-pds.jp/）で公開。
